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目 1的 I: I硝I子 1体 I手 1術 1の I際 Iに I使 I用 lす lる Iイ lン lド

ニ Iン Iグ 1リ 1-1ン| （ 
| I 

べ 1る 1こ Iと 1。 |IIC I GIは 1 I I | | I l I | 

透 1明＼な l膜 1を 1可 1視 1化「す 1る 1こ 1と 1で l手 l術 1操 1作 1を

に 1す Iる 1目 1的 1で 1使 1用 1さ 1 I 
方 I法 1: 1黄斑 l部 1硝戸門 1手 1術 Iが 1必 I要 Iで I網 I膜 I内

膜 1の 1視 1認性 1を 1よ I<Iす 1る た 1めに IIC I GIを

内 1 境界 1 膜や 1~ I 斑 I 上 1~ I を 1~| 除した 1 症 I 例 I 3 I 3 I人 13

4 I眼を対象 1と lしlた 1゚ビl外 1蛍 光 眼 1底 l写真 lを 1術 I後

に I完 全に蛍光 lが l眼底 1か 1ら 1消失す 1る 1まで l撮 I影 Iし

餓察した。 網 1膜 1から II IC I Gが消 1失 Iす る 1ま Iで 1の

期 間 を 黄斑円 1孔 Iヽ 黄 1斑 I1: I膜、 続区 1性黄 1斑 I浮 I腫

の疾 1 患に 1 つい 1 て 1 検討 1 し 1~こ I 。

結 果 1: I IC G Iの 1残存 1は l*I前 1に l円ドLIが lff I在 lし lて

いた部位と切除していない内境界膜の部位 1と

視神ピ I乳 1頭 1部 1にみ 1ら 1れ 1たト 黄斑 1円 Ifl I例ド 1は I術

後平 1均 7 |． I3 1ヵ月 1で II IC I Gの蛍 1光 1は 1消 I失 Iし l、

黄 斑 1円 Ifl I以 l外 1の疾 1患 1で 1は 1平均 3I -J 4~ I力 1月 1で 1消

失 し 1、 Iこ Iれ 1ら 1の間 lに Iiま□1意差が 1あ Iつ Iた I(l p I< 
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＊要旨は3枚 (1200字以内）にまとめること。 (20 X 20) 
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結 I論 黄 1斑 I疾 l患 Iに 1対 Iす Iる 1硝 体 I手 で

る 11 | c I G I iま 1術 1後 17 1カ 1月 1と 1い 1う 1長 1期 1に 1わ Iた 1り

斑 I部 1に 1残 1存ド 1る卜 1I I C I G Iの I残 I存Iは 1黄 1斑 I円

iこ lお 1い 1て 1そ 1れ 1以 1外 1の 1疾 1患 IょIり 1も 1長 1期 1に 1み 1ら 1

た l。 1術 1後 1の 1眼 1底 1検 1査 1時 1の 1光 I暴 I露 Iと I同 I様 Iに 1日 I光

や Iそ 1の l他 1の 1日 1常 I光 Iに 1も l注 I意 lが 1必 I要 Iで Iあ Iる Io 
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（論文題目）

Persistence of Retinal Indocyanine Green 

Dye Following Vitreous Surgery 

) I （論文審査結果の要旨）

上記論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義と学術的水準につ

いて慎重に検討し、以下のような審査結果を得た。

1. 研究の背景と目的

硝子体手術の際に使用するインドシアニンクャリーン (ICG) の眼内残留期間を調べること。 ICGは網

膜内境界膜を染色し、透明な膜を可視化することで手術操作を容易にする目的で使用される

が、 ICGの網膜に対する毒性についてはいまだ不明な点が多い。

2. 研究内容

黄斑部硝子体手術が必要で網膜内境界膜の視認性をよくするために ICGを使用し内境界膜

や黄斑上膜を切除した症例 33人 34眼を対象とした。赤外螢光眼底写真を術後に完全に螢光

が眼底から消失するまで撮影し観察した。網膜から ICGが消失するまでの期間を黄斑円孔、

黄斑上膜、続発性黄斑浮腫の疾患について検討した。

ICGの残存は術前に円孔が存在していた部位と切除していない内境界膜が存在する部位と

視神経乳頭部にみられた。黄斑円孔例では術後平均 7.3カ月で ICGの螢光は消失し、黄斑前

) I鰤症では 3.0ヵ月、黄斑浮腫では 3.9カ月で螢光は消失した。黄斑円孔例はそれ以外の疾

患群よりも有意に長期にわたり ICGが残存した (P<O.01, Mann-Whitney U検定）。

黄斑疾患に対する硝子体手術で使用する ICGは術後 7カ月という長期にわたり黄斑部に残

存する。 ICGの残存は黄斑円孔例においてそれ以外の疾患よりも長期にみられた。 ICGの網膜

に対する間接的な光傷害が危惧されているが、術後の眼底検査や日常の自然光の曝露にも注

意する必要がある。

3.研究成果の意義と学術的水準

本研究では、 ICGの術後の眼内残存期間を赤外螢光眼底写真装置を用いて詳細にまた長期

に観察しており、 ICGの術後眼内での動態を明確にする上で有意義であり、その研究成果は

国際的に認められる高水準にあるものと判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。

3 ＊印は記入しないこと。


